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田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
設
さ
れ

た
。
同
時
期
に
発
足
し
た
公

認
サ
ー
ク
ル
・
電
子
計
算
機

研
究
会
（
Ｅ
Ｄ
Ｐ
Ｓ
）
で
も

同
機
を
使
用
し
て
い
た
。

　
第
１
期
生
の
海

馬
沢
孝
一
さ
ん

（
昭

44
経
営
）

は
、「
課
題
を
こ

な
し
た
り
、
鳳
祭

直
前
に
は
研
究
会

の
発
表
の
た
め
に

徹
夜
で
使
用
し
た

り
。
い
い
思
い
出

で
す
」
と
懐
か
し

ん
だ
。
松
永
賢
次

情
報
科
学
セ
ン
タ

ー
長
（
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
情
報
学
部
教
授
）
は

「
最
先
端
の
マ
シ
ン
を
学
生

が
自
由
に
使
え
た
。
当
時
か

ら
恵
ま
れ
た
環
境
だ
っ
た
」

と
話
す
。

　
本
学
の
情
報
教
育
の
礎
と

な
っ
た
国
産
中
型
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
「
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ-

５

０
９
０
」
が
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
９
号
館
４
階
に
展
示
さ

れ
て
い
る
。
10
月
、
製
造
元

の
沖
電
気
工
業
（
以
下
Ｏ
Ｋ

Ｉ
）
が
見
学
し
、
歴
史
を
振

り
返
っ
た
。

　
同
機
は
56
年
前
の
１
９
６

１
年
11
月
に
本
学
に
導
入
さ

れ
、
翌
年
開
設
し
た
経
営
学

部
の
授
業
で
使
わ
れ
た
。
71

年
に
役
目
を
終
え
た
後
は
長

年
倉
庫
に
眠
っ
て
い
た
が
、

２
０
０
１
年
、
現
在
の
情
報

科
学
セ
ン
タ
ー
受
付
前
に
展

示
さ
れ
た
。

　
同
機
は
Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
中
型
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
、
当
時
最
先

端
の
研
究
開
発
を
行
う
大
学

や
メ
ー
カ
ー
に
導
入
さ
れ

た
。
し
か
し
同
社
に
も
本
体

は
残
っ
て
お
ら
ず
、
本
学
に

展
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

っ
た
同
社
の
竹
内
敏
尚
取
締

役
副
社
長
執
行
役
員
ら
が
10

月
27
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

を
訪
れ
、
見
学
し
た
。

　
本
学
職
員
が
当
時
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
、
授
業
で
使
っ

て
い
た
手
書
き
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
の
教
材
を
紹
介
。
竹

内
副
社
長
は
「
社
内
で
も
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
機

械
な
の
で
も
う
一
度
歴
史
を

整
理
し
、
後
世
に
残
し
た

い
」
と
話
し
た
。
歓
待
し
た

佐
々
木
重
人
学
長
は
「
本
学

の
情
報
教
育
推
進
の
原
点
と

し
て
今
後
も
活
用
し
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

★

　
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ-

５
０
９

０
は
66
年
に
神
田
か
ら
生

　
大
学
生
が
地
域
振
興
の
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
う
発
表
会

が
10
月
４
日
、
川
崎
市
で
開

か
れ
た
。

　
川
崎
市
水
辺
活
用
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
主
催
で
、
多
摩
川

に
ゆ
か
り
の
あ
る
東
京
、
神

奈
川
な
ど
の
７
大
学
チ
ー
ム

が
出
場
。
専
修
大
学
か
ら
は

ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
す

る
渡
辺
達
朗
ゼ
ミ
（
商
学

部
）
の
３
年
次
生
チ
ー
ム
が

参
加
し
「
家
族
連
れ
や
外
国

人
を
生
田
緑
地
が
あ
る
多
摩

区
に
呼
ぼ
う
」と
提
案
し
た
。

　
参
加
し
た
渡
辺
ゼ
ミ
生
は

伊
藤
夏
帆
ゼ
ミ
長
、
大
森
雅

人
さ
ん
、
藤
田
佳
奈
さ
ん
、

丸
山
諒
平
さ
ん
の
４
人
。
４

人
は
、
豊
か
な
自
然
が
あ
ふ

れ
る
多
摩
川
や
生
田
緑
地
を

生
か
そ
う
と
ア
イ
デ
ア
を
ひ

ね
っ
た
。
特
に
生
田
緑
地
は

自
然
の
宝
庫
で
あ
る
う
え
、

藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
、
岡
本
太
郎
美
術
館

や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ど
個

性
的
な
施
設
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
宝
も
の
を
探
し
求
め
る

「
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
テ
ィ
ン

グ
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。

多
摩
川
沿
い
の
二
ケ
領
せ
せ

ら
ぎ
館
を
出
発
し
生
田
緑
地

を
巡
る
コ
ー
ス
と
と
も
に
、

巡
回
バ
ス
の
運
行
や
季
節
ご

と
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
実

施
も
提
案
し
た
。

　
発
表
後
の
講
評
で
は
「
地

域
資
源
の
発
掘
こ
そ
活
性
化

に
つ
な
が
る
と
い
う
着
眼
点

が
良
か
っ
た
。
地
域
の
人
を

ど
う
巻
き
込
ん
で
い
く
か
を

今
後
考
え
て
」
と
の
注
文
も

あ
っ
た
。
伊
藤
ゼ
ミ
長
は

「
発
表
は
と
て
も
い
い
経
験

に
な
っ
た
」
と
言
い
、
大
森

さ
ん
は
「
地
元
の
こ
と
を
も

っ
と
知
ら
な
け
れ
ば
」
と
話

し
て
い
る
。
ゼ
ミ
生
た
ち
は

生
田
か
い
わ
い
の
素
晴
ら
し

さ
を
発
掘
し
た
よ
う
だ
。

　
私
は
、
２
０
１
７
年
度
国

際
青
年
育
成
交
流
事
業
に
参

加
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
共

和
国
に
派
遣
さ
れ
た
。
こ
の

事
業
は
、
国
際
社
会
・
地
域

社
会
で
活
躍
す
る
次
世
代
の

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
を
目
的
に
し
た
、
内
閣
府

主
催
の
青
年
人
材
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　
日
本
か
ら
36
人
が
選
ば

れ
、
３
カ
国
に
派
遣
さ
れ

た
。
１
団
12
人
の
青
年
の
グ

ル
ー
プ
の
中
で
、
自
分
に
何

が
で
き
る
か
を
常
に
考
え
な

が
ら
行
動
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
た
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
は
９
月
９

日
か
ら
17
日
間
派
遣
さ
れ
、

ヤ
ン
ゴ
ン
管
区
首
相
官
邸
や

日
本
大
使
館
、
商
工
会
議
所

連
盟
な
ど
を
表
敬
訪
問
。
ミ

ャ
ン
マ
ー
の
青
年
と
開
催
し

た
「
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
ズ
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
両
国
に

共
通
す
る
問
題
で
あ
る
、
異

な
る
文
化
を
持
つ
人
々
が
共

存
し
て
暮
ら
し
て
い
く
社
会

の
形
成
を
目
指
す
「
多
文
化

共
生
」
や
「
環
境
」
に
つ
い

て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し

た
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ

て
日
本
の
こ
と
を
伝
え
る
と

同
時
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
こ
の
派
遣
で
最
も
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
「
温
か

さ
」
で
あ
る
。
ど
ん
な
に
さ

さ
い
な
こ
と
に
も
「
あ
り
が

と
う
」
と
言
う
思
い
や
り
に

あ
ふ
れ
た
派
遣
団
員
の
心
の

温
か
さ
や
、
日
本
人
以
上
に

お
も
て
な
し
の
心
が
感
じ
ら

れ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
心
の

温
か
さ
に
触
れ
な
が
ら
生
活

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま

で
に
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い

満
足
感
と
充
実
感
と
共
に
帰

国
し
た
。

　
な
ぜ
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
た
か
と
い
う
と
、
共

通
の
目
的
を
持
っ
た
仲
間
と

出
会
い
、
留
学
と
は
異
な

る
、
集
団
で
一
つ
の
こ
と
を

達
成
で
き
る
経
験
を
求
め
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
経

験
を
生
か
し
、
間
近
に
迫
る

就
職
活
動
や
そ
の
先
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
お
い
て
、
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
で
も
あ

る
「
次
代
を
担
う
に
ふ
さ
わ

し
い
青
年
」
に
近
づ
い
て
い

く
た
め
に
、
日
々
の
活
動
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
う
。

　
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
こ

の
派
遣
に
協
力
し
て
く
だ
さ

っ
た
法
学
部
の
教
職
員
に
感

謝
し
、
専
修
大
学
か
ら
再
び

こ
の
事
業
に
参
加
す
る
よ
う

な
学
生
が
出
て
く
る
よ
う

に
、
学
内
で
の
活
動
報
告
な

ど
事
後
活
動
も
積
極
的
に
実

践
し
て
い
き
た
い
。

　
経
営
戦
略
を
テ
ー
マ
と
す

る
商
学
部
髙
橋
義
仁
ゼ
ミ
の

有
志
９
人
（
リ
ー
ダ
ー

深

浦
咲
花
・
３
年
次
）
は
、
９

月
２
〜
７
日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
研
修

を
行
っ
た
。
ミ
ネ
ベ
ア
の
工

場
見
学
で
従
業
員
２
万
人
規

模
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

イ
オ
ン
で
の
日
本
の
流
通
業

の
ア
ジ
ア
展
開
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
・
プ
ノ
ン
ペ
ン
経
済
特
区

で
の
途
上
・
新
興
国
政
府
の

経
済
政
策
、
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
の
日
本
政

府
の
国
際
貢
献
事
業
、
精
米

機
器
メ
ー
カ
ー
・
タ
イ
ワ
精

機
で
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ

ネ
ス
の
ロ
ー
カ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
を
学
ん
だ
。

　
一
方
、
日
系
企
業
へ
の
就

職
を
目
指
す
学
生
が
多
く
学

ぶ
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本
人
材
開

発
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
）

で
は
、
私
た
ち
が
講
師
と
し

て
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
し
た
。
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
は
、

本
学
国
際
交
流
協
定
校
王
立

プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
の
一
機
関

で
、
人
材
育
成
お
よ
び
カ
ン

ボ
ジ
ア
と
日
本
の
相
互
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
主
な
目
的

に
日
本
政
府
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が

支
援
し
て
開
設
し
て
い
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
、
日
本
語
、
相
互

交
流
の
３
コ
ー
ス
が
あ
る

が
、
全
コ
ー
ス
の
学
生
に
対

し
日
本
文
化
の
レ
ク
チ
ャ
ー

を
通
じ
て
交
流
を
深
め
た
。

　
講
義
で
は
、
日
本
の
教
育

制
度
や
年
中
行
事
を
説
明
。

文
化
体
験
と
し
て
、
書
道
と

そ
う
め
ん
づ
く
り
を
行
っ

た
。
書
道
は
当
初
、「
希
望

者
数
人
に
体
験
し
て
も
ら
え

る
か
な
？
」
と
考
え
て
い
た

が
全
員
が
希
望
し
た
た
め
、

私
た
ち
は
う
れ
し
い
悲
鳴
を

上
げ
た
。
そ
う
め
ん
づ
く
り

は
、
日
本
の
食
文
化
の
歴
史

と
出だ

汁し

の
よ
さ
を
伝
え
る
こ

と
が
目
的
だ
っ
た
。
食
べ
な

が
ら
学
生
同
士
で
さ
ま
ざ
ま

な
話
を
し
、
連
絡
先
を
交
換

し
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
で
、
私

た
ち
が
最
も
準
備
に
時
間
を

か
け
、
積
極
的
に
活
動
し
た

の
が
「
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
で
の
国
際

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」だ
っ
た
。

最
初
は
私
た
ち
の
日
本
語
を

ど
れ
だ
け
理
解
し
、
興
味
を

も
っ
て
く
れ
る
か
不
安
だ
っ

た
が
、
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
の
学
生
は

積
極
的
に
参
加
し
、
短
時
間

で
は
あ
っ
た
が
、
有
意
義
な

時
間
と
な
っ
た
。
努
力
が
報

わ
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を
定
期

的
に
行
っ
て
い
け
た
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
価
値
観
や
考
え
方

の
視
野
が
広
が
っ
て
い
く
と

身
を
も
っ
て
感
じ
た
。
研
修

の
成
果
に
誇
り
を
持
ち
、
積

極
的
に
国
際
交
流
に
携
わ
れ

た
こ
と
を
糧
に
し
て
い
く
と

同
時
に
、
こ
れ
か
ら
も
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
に
ア
ン
テ
ナ
を
張

り
、
深
く
関
わ
っ
て
い
け
る

よ
う
に
し
た
い
。

・
他
の
参
加
者
（
敬
称
略
）

石
井
美
沙
祈
（
４
年
次
）、

吉
田
翔
哉
・
梅
澤
宏
太
・
小

川
裕
平
・
相
田
真
弥
（
３
年

次
）、
川
口
泰
礼
・
菊
池
セ

サ
ル
威
仁
（
２
年
次
）

寄　稿

商・髙橋義仁ゼミ有志 カンボジア研修

諏訪部 里佳（商３）

国際ビジネス学び交流深める

ＣＪＣＣでの書道体験には多くの

カンボジア学生が参加した

国
際
青
年
育
成
交
流
事
業
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
派
遣

宮
澤 

俊
太
朗
（
法
３
）

高
ま
っ
た
次
代
を
担
う
意
識

ミャンマーの青年と多文化共生について

意見を交わす宮澤さん（右奥）

生田緑地の宝探そう
商・渡辺ゼミ 地域振興発表会で提案

考
案
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
を

発
表
す
る
渡
辺
ゼ
ミ
生

情
報
教
育
の
原
点 

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ-

５
０
９
０

生
田
に
展
示 

製
造
元
の
副
社
長
ら
見
学

　
Ｅ
Ｄ
Ｐ
Ｓ
50
周
年
の
集
い

が
11
月
４
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
約
50
人
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
、
会
の
こ
れ
ま
で

の
歩
み
を
振
り
返
っ
た
。

　
現
代
表
の
千
代
田
一
輝
さ

ん
（
ネ
ッ
ト
情
報
３
）
が
現

在
の
活
動
を
報
告
し
た
。
Ｏ

Ｂ
か
ら
は
「
年
配
者
で
も
取

り
組
め
る
ゲ
ー
ム
作
成
言
語

を
紹
介
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

要
望
す
る
声
が
上
が
っ
て
い

た
。

　
約
20
年
に
わ
た
っ
て
顧
問

を
務
め
る
松
永
教
授
は
「
歴

史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
つ

つ
、
新
た
な
試
み
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を

見
て
う
れ
し
く
思
う
」
と
話

し
た
。

Ｅ
Ｄ
Ｐ
Ｓ
50
周
年
祝
う

OKITAC-5090を見学する竹内副社長（右）

寄

稿

60
年
代
の
電
子
計
算
室
の
様
子


